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腰
痛
に
悩
む
人
か
最
近
特
に
ふ
え

て
い
ま
す
。
し
か
も
、
職
業
、
年
齢
、

性
別
を
問
わ
ず
広
範
囲
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
大
半
の
引
き
金

に
な
っ
て
い
る
の
が
、
生
活
の
近
代

化
に
よ
る
運
動
不
足
で
す
。
そ
れ
に

腰
痛
に
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
決
定
的

な
対
症
療
法
が
な
い
こ
と
と
、
慢
性

化
し
や
す
い
こ
と
。
こ
れ
を
加
え
れ

ば
、
い
わ
ゆ
る
現
代
病
と
し
て
の
性

質
を
、
腰
痛
は
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
備

え
た
病
気
と
い
え
ま
す
。
腰
は
文
字

通
り
、
人
体
の
要
。
こ
こ
に
障
害
を

お
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
生
活
習
慣
、

運
動
習
慣
、
を
家
族
ぐ
る
み
で
身
に
つ

ナ
ま
し
ょ
う
。

σ

3死んだつもりで寝ている

　食事も大小便も、床のうえですませるくらいの

気持ちで。ギックリ腰になったら、もう死んだつ

もりで、ジッと寝ているのがいちばんよいといわ

れている。

　レ　）
　G　　　　　　　　　“

｝80（
　　　　　　　　ll　　　こ
　　　　　τ「 》

」絶対安静にする

　自分でいちばんラクな姿勢をとって、絶対安静

を守る，横向きかあるいは、あお向けに寝て、ひ

ざとまたの関節を曲げ、えびのように丸くなるの

がよい、、

窺墜＿
　　　　　翫鰭

　　　　　　　　　　　　’、　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　い

多
タ
κ
　
、

　　　　　　　　　●　　　　　、　　　　　　　　　　●彼ん切協〆1　■　■

「　－1－1

“
饗
鴎
　
二
だ

胃、

β
）

　　　　　　（
　　　　　（　9グ　　＿＿
　　　　　uG棄紬毅
　　　　　　　　一鰹

2ふとんは固めのものを

　ふとんは、からだの沈まないかためのものにし、

腰の痛む部分を、氷で冷やす。

¢

④整形外科で受診を

　一週間以上たってもよくならない場合は、整形

外科で受診を。

★
ど
ん
な
時
ど
の
年
代
に
起
こ
り
や

　
す
い
か
。

　
二
〇
代
か
ら
四
〇
代
の
体
力
的
に

も
も
っ
と
も
活
動
的
な
年
代
に
多
く

ま
た
家
庭
の
主
婦
、
老
人
、
若
者
に

い
た
る
ま
で
、
巾
広
い
層
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
又
腰
痛
は
ど
ん
な
時
に

起
こ
る
の
か
。
お
も
な
も
の
を
あ
げ

て
み
ま
す
と
、
ま
ず
、
ふ
だ
ん
持
ち

な
れ
な
い
よ
う
な
重
い
も
の
を
持
ち

上
げ
た
り
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
落
ち

て
腰
を
打
っ
た
時
、
あ
る
い
は
朝
、

顔
を
洗
お
う
と
中
腰
に
な
っ
た
り
、

ふ
と
立
ち
上
が
っ
た
時
な
ど
に
多
く
、

瞬
間
的
に
激
し
い
腰
の
痛
み
に
お
そ

わ
れ
ま
す
。

★
あ
る
日
突
然
な
っ
た
時
の
応
急
処

　
置

　
　
↑
　
上
の
カ
ッ
ト

★
腰
痛
予
防
対
策

○
毎
日
ど
れ
だ
け
歩
い
て
い
ま
す
か
。

　
健
康
を
保
つ
た
め
に
ば
、
一
日
一

万
歩
歩
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
腰
痛
』

予
防
の
た
め
に
も
積
極
的
に
歩
く
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
太
り
す
ぎ
は
万
病
の
も
と
。

　
太
り
す
ぎ
は
、
腰
や
足
に
多
く
の

負
担
を
か
け
ま
す
。
太
り
す
ぎ
の
人

は
減
量
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
家
事
の
し
方
は
適
切
で
す
か
。

　
毎
日
使
う
流
し
台
や
調
理
台
の
高

さ
は
自
分
に
合
っ
て
い
ま
す
か
。
高

す
ぎ
て
も
低
す
ぎ
て
も
腰
に
負
担
が

か
か
り
ま
す
．

○
そ
の
日
の
疲
れ
は
そ
の
日
の
う
ち

　
に
。

　
疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
る
時
は
、
ゆ

っ
く
り
フ
ロ
に
入
っ
た
り
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
し
た
り
、
少
し
で
も
疲
労
を

軽
く
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
衣
服
、
は
き
も
の
に
問
題
が
あ
る
。

　
き
ゅ
う
く
つ
な
衣
類
は
、
腰
を
圧

迫
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
ま
わ
り
の

　
救
急
法
救
員
養
成
講
習
会
の

　
　
実
施
に
つ
い
て
、
ご
案
内

　
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
で

は
、
救
急
員
養
成
講
習
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
七
月
二
十
日
ま
で

に
役
場
社
会
課
社
会
福
祉
係
に
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

　
十
五
才
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
参
加
資
格
が
あ
り
ま

す
。　

　
　
　
　
記

日
時
　
八
月
三
日
～
六
日
ま
で

　
　
　
毎
日
九
時
よ
り
五
時
ま
で

会
場
　
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支

　
　
　
部

　
聴
覚
障
害
者
巡
回
相
談
の

　
　
実
施
に
つ
い
て
、
ご
案
内

　
今
年
度
も
、
聴
覚
障
害
者
巡
回

相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し

靭
帯
を
弱
め
、
背
骨
を
さ
さ
え
る
力

を
弱
め
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
は

い
て
ラ
ク
な
靴
を
え
ら
び
ま
し
ょ
う
。

○
寝
具
は
、
か
た
め
の
も
の
を
。

　
ベ
ッ
ト
や
ソ
フ
ァ
は
、
や
わ
ら
か

い
も
の
を
さ
け
て
、
で
き
る
だ
け
、

固
め
の
も
の
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

ま
す
の
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
数
こ
の

機
会
を
利
用
さ
れ
る
よ
う
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
記

日
時
　
八
月
三
日
　
二
時
か
ら
四

　
　
　
時
ま
で

会
場
　
松
代
町
老
人
憩
の
家
（
渋

　
　
　
海
荘
）

相
談
内
容

一
、
聴
力
相
談
一
般

二
、
補
聴
器
の
修
理
、
点
検
整
備
、

　
　
聴
力
検
査
．

※
な
お
、
補
聴
器
業
者
が
相
談
に

応
じ
る
た
め
、
身
体
障
害
者
手
帳

交
付
該
当
判
定
、
処
方
意
見
書
は

書
け
ま
せ
ん
．

　
相
談
申
込
希
望
者
は
、
七
月
二

十
四
日
ま
で
に
役
場
社
会
課
社
会

福
祉
係
ま
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。
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税

の
し

マ
イ
ホ
ー
ム
と
税
金

　
　
　
住
宅
取
得
控
除
1

長
い
間
の
夢
が
実
現
し
、
マ
イ
ホ
ー

ム
で
の
生
活
を
始
め
ら
れ
た
方
に
！

　
自
分
が
住
む
た
め
に
取
得
し
た
住

宅
が
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
っ
て

い
る
と
、
所
得
税
額
か
ら
住
宅
取
得

控
除
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
額
は
、
一
万
七
〇
〇
〇
円
の

定
額
控
除
と
、
民
間
の
金
融
機
関
な

ど
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
額
に
応
じ

て
計
算
し
た
額
（
最
高
三
万
円
）
と

の
合
計
額
で
す
。

　
一
定
の
要
件
と
は
専
用
住
宅
で
、

面
積
が
四
〇
平
方
米
以
上
一
六
五
平

方
米
以
下
で
あ
る
こ
と
等
で
す
。
又

店
舗
等
併
用
住
宅
の
新
築
や
、
既
存

住
宅
の
購
入
に
つ
い
て
は
他
の
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

　
こ
の
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合

り

は
、
確
定
申
告
書
に
次
の
書
類
を
添

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、

あ
ら
か
じ
め
そ
の
準
備
が
必
要
で
す
。

イ
、
そ
の
家
屋
の
登
記
簿
の
謄
本
。

ロ
、
請
負
契
約
書
等
で
、
取
得
年
月

　
日
や
床
面
積
を
明
ら
か
に
す
る
書

　
類
．

ハ
、
住
民
票
の
写
し
。

　
又
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
も
受
け
る

人
は
ほ
か
に
一
定
の
書
類
が
必
要
で

す
か
ら
、
く
わ
し
く
は
税
務
署
・
税

務
相
談
室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
ー
品
物
に
か
か
る
税
金
ー

懸
霞卿

価格の中に物品税が含まれています

　
税
金
に
は
、
所
得
税
や
相
続
税
な

ど
の
直
接
税
の
ほ
か
に
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
の
あ
る

身
近
な
税
金
と
し
て
、
お
酒
に
か
か

る
酒
税
や
そ
の
他
の
品
物
に
か
か
る

物
品
税
な
ど
の
間
接
税
が
あ
り
ま
す
。

　
物
品
税
は
、
宝
石
類
を
は
じ
め
ゴ

ル
フ
用
品
、
自
動
車
、
ピ
ア
ノ
、
ル

ー
ム
ク
ー
ラ
ー
な
ど
、
比
較
的
ぜ
い

た
く
な
装
飾
品
や
し
好
品
、
娯
楽
用

品
、
便
益
性
の
高
い
品
物
な
ど
に
か

か
り
ま
す
。
こ
の
税
金
は
、
品
物
の

価
格
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

最
終
的
に
は
品
物
を
買
っ
た
消
費
者

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

八
月
は

　
　
災
害
に
備
え
て
の

　
　
　
　
　
応
急
手
当

　
予
期
せ
ぬ
時
、
思
わ
ぬ
場
所
で
災

害
は
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と

か
ら
日
常
生
活
に
お
い
て
、
チ
ョ
ッ

ト
し
た
傷
の
応
急
手
当
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

　
※
知
っ
て
お
き
た
い
応
急
手
当

　
（
や
け
ど
）

一
、
冷
水
で
痛
み
が
止
ま
る
ま
で
冷

　
や
す
（
約
2
0
分
）
油
、
み
そ
等
は

　
つ
け
な
い
．

二
、
痛
み
が
止
ま
っ
た
ら
ガ
ー
ゼ
を

　
当
て
、
包
帯
を
し
て
医
師
に
見
せ

　
る
。

三
、
衣
服
を
着
て
熱
湯
を
か
ぶ
っ
た

　
場
合
、
そ
の
上
か
ら
水
を
か
け
冷

　
や
し
、
衣
服
を
切
り
裂
い
て
冷
や

　
し
続
け
る
．

　
（
傷
）

　
◎
出
血
が
少
な
い
場
合

一
、
指
や
消
毒
し
な
い
も
の
で
傷
に

　
触
れ
な
い
．

今日も

ム7一』
　枚
　　も

二
、
自
分
で
傷
を
洗
わ
な
い
。

三
、
消
毒
ガ
ー
ゼ
を
当
て
包
帯
を
し

　
て
医
者
に
行
く
。

四
、
傷
が
な
く
て
も
頭
や
胸
を
強
打

　
し
た
と
き
は
、
必
ず
医
者
の
診
断

　
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
内
臓
や
脳
内

　
出
血
の
恐
れ
が
あ
り
急
に
容
体
が

　
変
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
◎
出
血
が
多
い
場
合

一
、
き
ず
口
に
清
潔
な
布
を
あ
て
て

　
包
帯
で
し
っ
か
り
し
ば
っ
て
圧
迫

　
こ
れ
で
た
い
て
い
止
血
で
き
ま
す
。

二
、
こ
れ
で
止
ま
ら
な
い
時
は
（
ご
を

　
行
っ
た
ま
ま
で
出
血
部
と
心
臓
の

　
間
の
止
血
点
を
指
か
手
で
圧
迫
し

め恥

火災予防シリーズ③

　
て
止
血
す
る
．

三
、
そ
れ
で
も
ダ
メ
な
時
は
、
止
血

　
帯
を
使
い
ま
す
。
傷
の
上
の
方
で

　
健
康
な
皮
膚
を
少
し
残
し
て
止
血

　
す
る
、
止
血
で
き
た
ら
そ
れ
以
上

　
し
め
な
い
．

四
、
止
血
帯
を
し
た
時
刻
を
記
入
し

　
本
人
の
体
に
つ
け
て
お
く
。

四

やケど

4　＿

　’》

お知らせ

松代分遣所が増改築工事

のため下記に移転します。

期間
　　6月29日～10月3日

移転先

　防雪管理塔
　　　　（役場の横）

※業務関係については平

常通り行ないます。

火事・救急車

　119



”1””III”II””IlliIII”IIIII”ll””III川IIII””1こうほう・まつだいIlllII”Illll”“llII“1”1””1”””llllll””II”llII”””lrlillII川II”IIII”ilIll”””Illl”llIIlllll”””llll””III”1”IIll”IIII川IIIII”Ill”1”II”””IIll”“4111111”II”IIII”II

　
　
　
　
＝
裂
急
…
”
｝
…
聾
ル
一
隔

　
　
　
．
濠
窯
簿
輩
葵
巡
ッ
櫛

　
　
　
義
箋
、
奏
肇
姻
狽

羅
瀬
議
綴
騰
…
雛
の
堀

繭藤難　
過
疎
化
が
進
む
中
で
、
老
若

男
女
を
問
わ
ず
町
民
が
一
堂
に

会
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健

康
、
体
力
の
維
持
増
進
と
親
睦

を
は
か
り
故
里
に
愛
着
と
生
き

が
い
を
も
ち
、
「
健
康
な
明
る
い

町
づ
く
り
」
を
し
よ
う
と
、
開

催
さ
れ
る
町
民
体
育
祭
を
、
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
盛
大
な
体
育
祭
に
し
ま
し

よ
・
つ
。

お
忙
し
い
時
で
も
あ
り

　
　
　
暑
さ
も
き
び
し
い
時
期
で
す
が

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
で
一
日
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽
し
く
過
し
ま
し
ょ
う

　
　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

競
技
終
了
後

　
　
｛
閉
会
議
前
健
）

　
叢
越
地
鐵
消
防
霧
務
纏

奢
発
還
鞠
B
周
薙
を
、
記
念
毬

嚢
消
防
署
の
特
翻
演
技

が
鍵
施
議
紅
諜
建
の
無
、

多
数
の
秀
鷺
が
愚
冤
学
願

、
嚇
馨
離
。

野一一一一一・プログラムー一一・一・一一一一糎

1　　　　開会式8：30分　　　　　1

｝種　目組数時　間｝
1　小学生50M競走　　　　　2　　9：30～　9：35　｝

1小学生…M競走　　2　9：35～6：451
1　ボール運びリレー　　　　2　　9：45～10：10　｝

｝　2人3脚リレー　　　　2　10：10～10：25　｝

1　綱引き競走（予選）　　　　　　10：25～10：55　｝

1　幼児レース　　　　　10：55～11：05　｝

1　びんつりリレー　　　　　2　　11：05～11：20　｝

1　1500M競走　　　　　　　1　　11：20～11：30　｝

1　むかでリレー　　　　1　11：30～11：40　1

1　紅白玉入れ競走　　　　　1　　11：40～11：55　1

1　小・中学生400M（女）　　2　　11：55～12：05　｝

1　小・中学生400M（男）　　2　　12：05～12：15　｝

1昼　食　12：15～13：00｝
1民　謡　13：00～13：10｝
｝　中学生200M（女）　　　2　　13：10～13：20　｝

｝　中学生200M（男）　　　2　　13：20～13：30　｝

1　障害物リレー　　　　2　13：30～13：50　1

｝　綱引き競走（決勝）　　　　　　13：50～14：20　｝

1　大玉送り競走　　　　1　14：20～14：35　｝

1　タバコ吸いリレー　　　　2　　14：35～14：50　1

｝　地区対抗リレー（女）　　1　　14：50～15：00　｝

1　地区対抗リレー（男）　　1　　15：00～15：10　1

1　消防救助演技　　　　　　　15：10～15：40　1
ロ●’1・・，59’”1…1川ll一・II川Il一・1繭’”1』・II9“II5・・5昌’唇II”¢1”一ll・・III”・h，・1匹一61｝g川1』、，1｛1，一・｛1，一III・1Il一，o。川1巳一，，｛亀9一一II・ll，一，1・1噸ll，，，1－o・11嘔，，｛1，一II9・・巳巳』，一II9－9騒』，曇lgo・II』一一1－1し1一一一巴III・1』一，，｛1．．一1川1」凸畠畳oゐ

種　　　　　　目 組数 時　　　　　間

小学生50M競走 2 9　：30　～　　　9　：35

小学生100M競走 2 9：35　～　　9：45

ボール運びリレー 2 9：45　～　　10：10

2人3脚リレー 2 10　：　10　～　　10　：25

綱引き競走（予選） 10　：25　～　　10　：55

幼児レース 10　：55　～　　11　：05

びんつりリレー 2 11　：05　～　　11　：20

1500M競走 1 11　：20　～　　11　：30

むかでリレー 1 11　：30　～　　11　：40

紅白玉入れ競走 1 11　：40　～　　11　：55

小・中学生400M（女） 2 11　：55　～　　12　：05

小・中学生400M（男） 2 12　：05　～　　12　：　15

昼　　　　　　　食 12　：　15　～　　13　：00

民　　　　　　　謡 13　：00　～　　13　：10

中学生200M（女） 2 13　：　10　～　　13　：20

中学生200M（男） 2 13　：20　～　　13　：30

障害物リレー 2 13　：30　～　　13　：50

綱引き競走（決勝） 13　：50　～　　14　：20

大玉送り競走 1 14：20　～　　14：35

タバコ吸いリレー 2 14：35　～　　14：50

地区対抗リレー（女） 1 14：50　～　　15：00

地区対抗リレー（男） 1 15　：00　　～　　15　：　10

消防救助演技 15：10　～　　15：40
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第
B
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
松
代

大
会
は
、
健
康
増
進
、
親
睦
融
和
を

旗
じ
る
し
に
6
月
2
0
日
、
お
と
し
よ

り
と
婦
人
会
の
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
・
青

年
と
婦
人
会
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
壮

年
の
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、

午
後
に
は
待
望
？
　
の
雨
に
恵
ま
れ

会
場
変
更
な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
各

種
目
に
熱
戦
が
展
開
さ
れ
楽
し
い
大

会
で
し
た
。

　
各
種
目
の
成
績
は
左
の
と
お
り

　　　　　　業
　　　　灘

　　11

◆
一
般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
（
九
チ
ー
ム
出
場
）

　
一
位
　
松
代
分
遣
所
チ
ー
ム

　
ニ
位
　
松
代
O
B
チ
ー
ム

　
三
位
　
電
気
屋
チ
ー
ム

◆
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
（
四
チ
ー
ム
出
場
）

　
一
位
　
松
代
マ
マ
チ
ー
ム

二
位
　
伊
沢
バ
レ
ー
チ
ー
ム

三
位
　
千
年
婦
人
会
チ
ー
ム

四
位
　
室
野
学
区
チ
ー
ム

◆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
（
八
チ
ー
ム
出
場
）

　
一
位
　
松
代
婦
人
会

　
二
位
　
室
野
老
人
会
第
一

　
三
位
　
松
代
老
人
会
B

　
三
位
　
松
代
婦
人
会
B

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
十
三
チ
ー
ム
出
場
）

　
一
位
　
太
平
友
の
会
チ
ー
ム

　
一
位
室
野
パ
ラ
ダ
イ
ス
チ
ー
ム

　
三
位
　
南
青
チ
ー
ム

　
三
位
　
む
く
と
り
チ
ー
ム

　
　
　
雨
の
た
め
試
合
中
途
で
中
止

球
卓u

6
月
2
7
日
開
催

霞
穂6り

i若人の力を発揮＿　　　　1　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
よ

　
　
　
　
会

触
撫．

揮

．
』

◆
卓
球
団
体

　
　
　
　
　
（
十
ニ
チ
ー
ム
出
場
）

　
一
位
役
場
チ
ー
ム

　
ニ
位
　
高
校
A
チ
ー
ム

　
三
位
　
伊
沢
A
チ
ー
ム

◆
卓
球
個
人

　
　
　
　
　
　
（
三
十
三
名
出
場
）

　
一
位
本
山
成
太
（
高
校
）

　
二
位
　
武
田
繁
男
（
病
院
）

　
三
位
　
竹
内
恵
次
（
高
校
）

　
四
位
　
柳
　
利
彦
（
役
場
）

～
」

　
去
る
7
月
4
日
、
松
の
山
町

を
会
場
と
し
郡
青
年
大
会
が
開

催
さ
れ
、
松
代
町
も
全
種
目
に

参
加
し
、
青
年
団
の
力
を
発
揮

し
、
上
位
入
賞
を
果
し
、
上
越

大
会
及
び
県
大
会
に
期
待
し
大

い
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
な
お
成
績
は
次
の

通
り
で
す
．

▼
優
　
勝
▲

・
卓
球
　
　
　
（
5
町
村
参
加
）

・
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
　
（
4
町
村
参
加
）

・
陸
上
　
五
千
m

　
な
お
、
卓
球
と
陸
上
に
つ
い

て
は
　
8
月
22
日
の
県
大
会
に

出
場
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

回脚1陶』””1岬℃hMザ鴨㎞副㎝輸…岬量1…謹㌦耐凹，1㎞門㎞幽㎞纈糊』・1””糊㎞”一㌔幽h一鞘『㎞■㎜1』一糊』岬胤1』副F…o㎞”㎜1』期F㌦㈲岬『㎞副『㎞酬『㎞幽㎞”幽㌦M｛㎞岬讐』岬糊』一
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シリーズ

年金は世代と世代の
）　助け合いのしくみです。①

　
老
後
の
生
活
の
大
き
な
支
え
と
し

て
頼
ら
れ
て
い
る
公
的
年
金
制
度
。

こ
れ
は
、
働
く
若
い
世
代
が
、
み
ん

な
で
お
年
寄
り
を
支
え
る
、
い
わ
ば

世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
の
制
度
で

す
。　

　
　
　
　
＊

　
公
的
年
金
制
度
に
は
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
、
農
業
、
自
営
業
な
ど
、
現
役
の

勤
労
世
代
の
す
べ
て
の
方
々
が
加
入

し
て
お
り
、
そ
の
総
数
は
六
、
○
○
○

万
人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
一
、
七
〇
〇
万
人
も
の
方

々
が
公
的
年
金
を
受
給
し
て
お
り
、

今
日
で
は
、
お
年
寄
り
や
障
害
の
あ

る
方
、
一
家
の
働
き
手
を
失
っ
た
方

々
の
支
え
と
し
て
、
な
《
て
は
な
ら

な
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
＊

　
今
度
、
わ
が
国
で
は
、
急
速
に
高

齢
化
が
進
行
し
、
二
十
一
世
紀
に
は
、

欧
米
に
例
を
み
な
い
高
齢
化
社
会
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

に
つ
れ
て
、
今
後
、
公
的
年
金
は
、

ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
．

制　度名 保険者 加入者 加入者数 年金受給権者数
うち老齢（退職）

年金受給権者数

厚生年金保険 国（政府）
一般のサラリー

マンなど
2，524万人 469万人 202万人

船員保険 国（政府） 船　　員 21 9 4

国家公務員共済組合 各省庁共済組合 国家公務員 l　I8 37 29

地方公務員等
共済組合

各地方公務員共

済組合
地方公務員 324 74 57

公共企業体職員

等共済組合
各公社共済組合

三公社（国鉄、

電々、専売）の職員

国鉄42
電々33

専売4

国鉄31

電々6
専売4

国鉄22

電々5
専売1

私立学校教職員

共済組合

私立学校教職員

共済組合

私立学校の

教職員
32 4 1

農林漁業団体職

員共済組合

農林漁業団体職

員共済組合

農協などの

職員
48 10 6

国民年金
（拠出制年金）

　（福祉年金）

国（政府）

自営業者、農民

など
2，760 626 532

一 一

　　416

（受給者数370）

　　354

（受給者数311）

合　　　計 ｝ 一
5，905 1，683 1，2i3

（昭和56年3月末現在）

環
擁
霧
鶴
つ
い

て

ち
ょ
つ
と
㎜
鱈

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
〃

　
毎
年
、
そ
の
年
の
年
金
受
給
権
の

有
無
を
確
認
す
る
た
め
の
「
現
況
届
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
　
『
誕
生
月
の
末
日
』
ま
で
に
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
．

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
使
っ
て
誕
生
月
の
同
じ
受
給

者
を
調
べ
て
現
況
届
の
ハ
ガ
キ
を
作

成
し
、
提
出
し
て
い
た
だ
く
前
月
末

に
発
送
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
現
況
届
の
ハ
ガ
キ
が
受
給
者
み

な
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
の
は
多
少

の
遅
延
は
あ
っ
て
も
そ
の
月
の
十
日

前
後
く
ら
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
現
況
届
の
ハ
ガ
キ
は
、

月
初
め
に
生
ま
れ
た
人
の
も
の
も
月

末
に
生
ま
れ
た
人
の
も
の
も
い
っ
し

ょ
に
発
送
さ
れ
る
た
め
、
必
ず
し
も

誕
生
日
前
に
届
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
誕
生
月
の
二
十
日
を
過
ぎ

て
も
お
手
元
に
届
か
な
い
と
き
は
、

郵
便
の
未
着
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

上
越
社
会
保
険
事
務
所
、
役
場
国
民

年
金
係
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

　
そ
れ
と
、
国
民
年
金
の
裁
定
請
求

を
出
し
て
か
ら
一
回
目
の
誕
生
月
に

は
、
「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ハ
ガ
キ
は
届
き
ま

せ
ん
が
、
年
金
は
引
き
続
き
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
下
さ
い
。

　
最
後
に
、
　
「
現
況
届
」
の
ハ
ガ
キ

が
届
い
た
ら
、
何
よ
り
も
ま
ず
住
所
、

氏
名
等
を
記
入
し
た
う
え
押
印
し
役

場
の
戸
籍
係
で
町
長
の
証
明
を
も
ら

っ
て
か
ら
投
函
し
て
下
さ
い
。

　
そ
う
す
れ
ば
、
次
の
誕
生
日
ま
で

の
年
金
は
ま
ち
が
い
な
く
受
け
ら
れ

ま
す
。験

鵡
・

o
』

ぎ
…

…
（き潟

「
＝
＝
＝
『

δ

現
蒼

苓
く
菱
萎
八
Y
八
X
Y
ハ
X
Y
八
X
Y
ハ
Y
八

　
★
来
月
1
1
日
か
ら

　
　
　
　
福
祉
年
金
が

　
　
　
　
　
支
払
わ
れ
ま
す

　
八
月
十
一
日
か
ら
、
福
祉
年
金
が

近
く
の
郵
便
局
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
年
金
を
受
け
取
っ
た
ら
、
証
書
を

役
場
の
国
民
年
金
係
に
お
返
し
下
さ

い
。
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・
昌
一
一
曽
二
一
3
一
7
一
一
一
一
＝
孟
一
3
一
7
畠
一
一
一
一
7
昌
一
一
一
7
昂
一
一
一
一
7
一
一
＝
＝
二
一
一
＝
7
0
一
一
＝
7
畠
＝
一
一
7
鼻
一
一
＝
7
昌
＝
＝
・
呂
＝
一
7
畠
＝
一
7
呂
一
一
一
7
昌
一
一
一
一
一
．
昌
一
＝
蓄
曹
一
一
3
＝
”
8
一
一
一
一
．

交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
ム
＝
一
曽
孟
0
＝
冒
9
呂
＝
一
冒
．
畠
＝
＝
・
3
一
＝
7
畠
＝
一
ワ
層
一
＝
＝
冒
孟
一
冨

　
町
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
努
力
で
こ

の
町
か
ら
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

　
夏
は
わ
き
見
、
い
ね
む
り
運
転
に

よ
る
事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
の
で

車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
一
段
と
気
を

ひ
き
し
め
て
安
全
運
転
で
お
願
い
し

ま
す
。

　
原
動
機
付
自
転
車
に
よ
る
事
故
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
カ
ー
ブ

や
急
な
坂
等
は
特
に
注
意
し
て
運
転

し
て
下
さ
い
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
必
ず

か
ぶ
り
ま
し
よ
う
。

　
”
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
”

　
実
施
期
間

　
　
七
月
二
十
一
日
～
八
月
二
十
日

　
運
動
の
重
点

　
○
子
供
と
老
人
の
事
故
防
止

　
○
自
動
二
輪
車
・
原
動
機
付
自
転

車
の
交
通
事
故
防
止

一
7
畠
＝
3
7
昌
3
3
7
昌
一
＝
甲
8
畠
一
一
一
一
7
一
一
一
＝
7
一
＝
一
＝
8
畠
一
一
一
鱒
7
呂
一
＝
7
昌
一
一
3
7
一
呂
3
7
畠
＝
＝
・
一
一
一
3
7

　
　
0
交
通
三
悪
な
ど
無
謀
運
転
の
防

　
　
　
止

◎
交
通
事
故
相
談
所
が
毎
月
第
三
火

曜
日
に
松
代
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
幸
に
し

て
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
は
ど
ん

な
さ
さ
い
な
事
で
も
相
談
員
の
方
が

親
切
に
相
談
に
の
っ
て
く
れ
ま
す
の

で
気
軽
な
気
持
で
相
談
所
を
ご
利
用

下
さ
い
．

　
今
月
の
相
談
日
　
七
月
二
十
日

　
来
月
の
相
談
日
　
八
月
十
七
日

◎
免
許
の
更
新
は
毎
月
第
三
金
曜
日

に
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
自
分
の
免

許
証
の
有
効
期
限
を
お
確
か
め
の
上

忘
れ
ず
に
免
許
の
更
新
を
し
て
下
さ

い
。

交
通
安
全
県
宣
言
2
0
周
年
記
念

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

　
昭
和
3
7
年
7
月
1
0
日
に
新
潟
県
が

交
通
安
全
県
を
宣
言
し
て
か
ら
本
年

が
2
0
周
年
に
当
た
る
こ
と
を
記
念
し

て
、
全
県
民
が
「
交
通
ル
ー
ル
を
正

し
く
実
践
す
る
こ
と
を
お
互
い
が
認

識
し
あ
い
」
輪
禍
の
犠
牲
と
な
っ
た

人
々
の
冥
福
を
祈
り
、
人
命
の
尊
さ

を
知
る
と
と
も
に
交
通
事
故
の
な
い

明
る
い
新
潟
県
を
築
く
た
め
に
県
民

総
ぐ
る
み
運
動
を
実
施
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
7
月
2
2
日
～
8
月
2
3
日
ま
で
が
運

動
の
実
施
期
間
で
す
の
で
県
民
の
一

員
と
し
て
の
自
覚
に
立
ち
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故
を
み
ん
な

の
手
で
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
更
新
日
　
七
月
十
六
日

来
月
の
更
新
日
　
八
月
二
十
日

◎
免
許
更
新
手
続
に
必
要
な
も
の

　
免
許
証
、
収
入
証
紙
二
千
円
分

　
写
真
一
枚
（
六
ヶ
月
以
内
撮
映
）

　
会
費
千
二
百
円
（
全
車
両
一
律
）

　
用
紙
代
三
百
七
十
円

◎
今
年
よ
り
原
付
、
普
通
車
以
上
と

も
千
二
百
円
の
会
費
と
な
り
ま
し
た

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
免
許
所
有
者

「
う
っ
か
り
失
効
」
を
防
ぐ
た
め
、

免
許
更
新
の
際
に
本
人
よ
り
ハ
ガ
キ

に
三
年
後
の
免
許
証
の
有
効
期
限
を

記
入
し
て
も
ら
い
免
許
の
き
れ
る
一

ヶ
月
前
に
本
人
に
通
知
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
の
で
「
う
っ
か
り
失
効
」

も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

”
も
し
も
免
許
証
を
粉
失
し
た
ら
”

　
免
許
を
粉
失
し
て
し
ま
っ
た
時
は

安
塚
警
察
署
で
再
交
付
の
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。

　
再
交
付
に
必
要
な
も
の

　
○
収
入
証
紙
千
九
百
円
分

　
○
写
真
一
枚
　
○
印
鑑

”
も
し
も
免
許
証
を
失
効
し
た
ら
”

　
免
許
の
更
新
を
忘
れ
て
有
効
期
間

が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
時
は
直
接
柿
崎

か
宮
内
の
試
験
場
で
手
続
を
し
て
下

さ
い
。
六
ヶ
月
以
内
に
行
き
ま
す
と

技
能
試
験
は
免
除
と
な
り
ま
す
の
で

失
効
し
た
ら
早
め
に
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。

　
手
続
に
必
要
な
も
の

　
○
古
い
免
許
証
　
○
写
真
一
枚

　
○
住
民
票
の
写
一
通

　
　
収
入
証
紙
は
試
験
場
に
て
購
入

　
　
し
て
下
さ
い
．

　
受
付
は
朝
八
時
三
十
分
ま
で
に
、

午
後
は
一
時
ま
で
に
受
付
を
済
ま
せ

て
下
さ
い
。
時
間
を
過
ぎ
ま
す
と
受

付
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　
蚤
蚤
●
茎
蚤
杢
蚤
蚤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杢

戸
籍
の
窓
ロ

六
月
分
受
付

蝋
御
結
婚

斉
木
英
吉
・
青
木
美
紀
子

　
　
　
　
　
（
松
代
・
原
の
桶
屋
）

柳
　
　
護
・
相
澤
良
枝

　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
黄
金
屋
）

小
野
島
義
隆
・
大
久
保
千
代
子

　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
松
文
堂
）

大
島
正
明
・
関
川
和
代

　
　
　
　
（
松
代
・
善
宗
塚
住
宅
）

相
沢
春
男
・
藤
田
和
美

　
　
　
　
（
松
代
・
善
宗
塚
住
宅
）

謬
関
谷
　
俊

御
出
産

　
　
父
登
　
母
宣
子

（
二
男
・
松
代
・
ご
ん
ね
ん
）

第
引
回
珠
算
検
定

　
受
験
者
数
　
　
一
三
〇
名

　
合
格
者
数
　
　
五
一
名

合
格
率
　
　
五
一
％

2
級
合
格
者
　
　
四
名

　
　
関
谷
裕
明
（
松
代
小
四
年
）

　
　
関
谷
暁
人
（
松
代
中
一
年
）

　
　
斉
木
篤
子
（
松
代
小
五
年
）

　
　
上
村
恵
美
（
松
代
小
五
年
）

3
級
合
格
者

87654
〃　〃　〃　〃　〃

二二五一五七
名名名名名名

高
橋
か
お
り
　
父
勝
美
　
母
芙
美
子

　
　
　
　
（
二
女
・
莇
平
・
ぬ
げ
）

保
坂
洋
平
　
父
憲
三
　
母
正
江

　
　
（
長
男
・
松
代
・
東
北
電
力
）

樋
口
敏
幸
　
父
一
二
　
母
富
子

　
　
　
　
（
三
男
・
松
代
・
卯
八
）

関
谷
佐
代
子
・
父
功
　
母
由
子

　
　
　
　
（
長
女
・
菅
刈
・
大
門
）

盤
山
本
マ
ツ

米
持
ト
ラ

宮
澤
ソ
ヤ

市
川
ヒ
デ

86　85　77　78

歳歳歳歳お
松下室犬
代山野伏悔

小
堺
常
治
郎
　
6
8
歳

み
と
み
ん

上
大
門

中
屋
敷

松
代
喜
代
田
屋

儀
明
　
上
林
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・饗鋤灘離明るい選挙標語
ための標語を募集しておりますの

で、ふるってご応募下さい。

◎謙垂，推，進．．．，募集しています

　を表すもので未発表のもの

　2．募集対象　松代町住民

3。しめきり　　　　　　　　　　　　　〈松代町選挙管理委員会〉
　　8月31日到着分まで
◎応募のしかた

　下記のとおりハガキで

　
あ

　
し

　
さ

　
を

　
・
叩

　
念

　
記

　
は

　
に

　
・
叩
　
。

他
作
す

　
秀
ま

の
　
優
げ

そ◎

（例）投票はよく見よく聞きよく考えて

　　この一票がつくる家とまち

　
　
　
　
　
　
煽
む

鴛融準病．．．、

日
ご
ろ
か
ら
心
が
け
よ
う

　
き
れ
い
な
選
挙

　　　　　　　　㊥

構笹盛“

麟継謬
　弊々○キ、麟

磯響難

賜が

と
い
う
十
一
名
（
東
山
四
名

海
老
七
名
）
の
部
員
が
三
名
の

先
生
方
と
と
も
に
練
習
を
重
ね

て
き
た
。
忙
し
い
農
繁
期
、
降

り
し
き
る
雪
の
中
で
も
毎
週
一

回
の
練
習
は
続
け
ら
れ
た
。
山

で
畑
仕
事
を
し
な
が
ら
、
あ
る

い
は
田
の
草
取
り
を
し
な
が
ら

曲
を
口
ず
さ
ん
で
楽
符
を
覚
え

た
と
い
う
人
も
い
る
。
子
ど
も

に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
夜
、
練
習

に
出
か
け
て
く
る
人
も
い
る
。

今
で
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
や
野
バ
ラ
な
ど
二

十
曲
に
及

ぶ
．
新
し

い
曲
に
挑

戦
す
る
た

び
に
苦
し

み
が
始
ま

る
が
、
や

が
て
マ
ス

タ
ー
し
た

時
の
充
実

感
は
尊
い

も
の
で
あ

　
　
　
℃ や

ま
あ
い
に

　
　
　
　
ひ
び
く
リ
コ
ー
ダ
ー

小
さ
な
分
校
の
一
角
で
行
な
　
　
”
海
老
部
落
”

わ
れ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
も

誕
生
し
て
か
ら
早
一
年
と
三
ケ
　
　
る
。
そ
の
充
実
感
を
求
め
て
今
日
も

月
。
何
か
音
楽
活
動
を
し
た
い
　
　
練
習
に
通
う
私
達
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

慧
醐
、薮

β
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今
年
の
探
鳥
会
か
ら

　
　
　
（
松
代
自
然
愛
護
会
）

　
雪
消
え
と
と
も
に
小
鳥
達
も
故
郷

を
わ
す
れ
ず
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
野
鳥
で
一
番
早
く
渡
っ
て
く
る
の

が
、
ム
ク
ド
リ
（
ギ
ャ
ギ
ャ
ド
リ
）

で
二
月
二
十
五
日
（
例
年
同
じ
頃
）

　
そ
ろ
っ
と
ね
む
け
が
さ
す
四
月
五

日
に
は
カ
エ
ル
の
声
が
聞
え
ま
し
た
。

　
ツ
バ
メ
も
四
月
六
日
に
確
認
出
来

ま
し
た
が
、
松
代
に
来
る
ツ
バ
メ
は

年
々
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
家
が
新
し
く
な
っ
て
巣
を
か
け
ら

れ
る
家
が
少
な
く
な
っ
た
せ
い
か
と

思
い
ま
す
．

　
恒
例
の
探
鳥
会
を
六
月
六
日
に
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
は
、

人
数
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
実

の
あ
る
観
察
が
出
来
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
松
代
の
鳥
、
ノ
ジ
コ
を
望

遠
鏡
で
、
一
人
一
人
が
の
ぞ
き
、
美

し
い
声
と
姿
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
あ
る
人
は
、
”
こ
ん
な
き
れ
い
な
鳥

を
見
た
の
は
は
じ
め
て
だ
し
、
鳥
っ

て
こ
ん
な
に
も
き
れ
い
な
も
の
だ
っ

た
の
か
”
と
云
っ
て
い
ま
し
た
。

　
道
路
標
識
の
支
柱
に
巣
を
作
っ
て

い
る
ス
ズ
メ
や
、
川
原
で
親
子
が
遊

ん
で
い
る
カ
ワ
ガ
ラ
ス
な
ど
、
三
十

二
種
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
害
虫
が
ふ
え
つ
つ
あ
る
現
在
、
野

鳥
を
一
羽
で
も
ふ
や
し
た
い
も
の
で

す
。

　
来
年
も
六
月
の
第
一
日
曜
日
の
午

前
五
時
に
探
鳥
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
お
出
か
け
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
※

　
探
鳥
会
に
参
加
し
て

　
　
一
ね
ん
　
な
ぐ
も
か
ず
ひ
こ

　
き
ょ
う
ぼ
く
は
、
お
と
う
さ
ん
と

た
ん
ち
ょ
う
か
い
に
い
っ
た
。
あ
さ

4
じ
に
お
き
て
ね
む
か
っ
た
。

　
し
ょ
う
り
ん
じ
の
お
て
ら
に
あ
つ

ま
っ
た
、
す
が
か
り
に
は
ト
ビ
が
い

た
、
た
い
へ
い
に
は
カ
ワ
ガ
ラ
ス
が

い
ま
し
た
。
ぼ
う
え
ん
き
ょ
う
で
み

た
ら
ふ
つ
う
の
か
ら
す
よ
り
も
ち
い

さ
か
っ
た
、
め
ず
ら
し
い
と
り
が
い

っ
ぱ
い
い
ま
し
た
。
ぽ
く
が
お
ぼ
え

た
と
り
の
な
ま
え
は
、
カ
ル
ガ
モ
、

ハ
シ
ボ
ソ
カ
ラ
ス
、
カ
ッ
コ
ウ
、
ウ

グ
イ
ス
、
キ
ビ
タ
キ
、
キ
ジ
バ
ト
、

ぜ
ん
ぶ
で
3
2
し
ゅ
る
い
い
ま
し
た
。

ま
た
と
り
を
み
に
い
き
た
い
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　峯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：竃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　z　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　z　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　z　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　峯＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　累　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　z　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　：＝　　　　　　　　　　　　　累　　　　　　　　　　　　ニニ　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　Σ＝　　　　　　　　　　　器　　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　　z　　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　二＝　　　　　　　　三　　　　　　　　二＝　　　　　　　＝　　　　　　　二＝　　　　　　器　　　　　　二＝　　　　　累　　　　　；二　　　　累　　　　二＝　　　累　　　二＝　　＝　　：　　噌　　｝　噂　甲　甲
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甲

園
芸
一
ロ
メ
モ

　
　
”
松
代
園
芸
愛
好
会

　
◎
ア
ヤ
メ
と
カ
キ
ツ
バ
タ
を
一
緒

に
植
え
る
な

　
ア
ヤ
メ
の
花
が
咲
く
頃
に
な
り
ま

し
た
。
昔
か
ら
い
ず
れ
が
ア
ヤ
メ
か

カ
キ
ツ
バ
タ
か
と
い
っ
た
例
に
よ
く

使
わ
れ
る
の
が
こ
の
植
物
で
す
。
両

者
と
も
ア
ヤ
メ
科
で
あ
り
判
別
し
に

く
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は

育
て
て
み
る
と
そ
の
差
は
す
ぐ
に
わ

か
り
ま
す
。
つ
ま
り
カ
キ
ツ
バ
タ
は

水
湿
地
で
な
い
と
う
ま
く
育
ち
ま
せ

ん
し
、
ア
ヤ
メ
の
ほ
う
は
多
少
畑
地

の
よ
う
な
場
所
の
ほ
う
が
よ
く
生
長

し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
両
者
を
同
じ

よ
う
な
所
に
並
べ
て
植
え
て
お
け
ば
、

一
方
が
伸
び
て
も
一
方
は
生
育
不
良

と
な
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
両
者
を
一

緒
に
し
て
は
い
け
な
い
訳
で
す
。
な

お
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
は
開
花
の
と
き
だ

け
水
が
豊
富
な
ら
ば
畑
地
で
も
育
て

ら
れ
ま
す
．

に
「
と
さ
か
状
」

イ
チ
ハ
ツ
。

の
突
起
が
あ
れ
ば

　
◎
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
と
ま
ち
が
い
や

す
い
植
物

　
葉
の
中
央
に
太
隆
起
が
あ
る
の
が

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、
シ
ョ
ウ
ブ
は
葉
が

以
て
い
る
が
、
花
が
細
長
い
ガ
マ
の

穂
の
よ
う
で
全
然
別
の
な
か
ま
で
あ

る
。
葉
に
隆
起
が
な
い
の
が
ア
ヤ
メ
、

カ
キ
ツ
バ
タ
、
イ
チ
ハ
ツ
。
葉
の
幅
が

せ
ま
く
粉
白
を
お
び
て
い
れ
ば
ア
ヤ

メ
。
葉
の
幅
が
広
く
、
花
の
中
央
に

縦
に
黄
色
の
「
ふ
」
が
あ
れ
ば
カ
キ

ツ
バ
タ
。
さ
ら
に
葉
が
広
く
花
び
ら

　　　ノドヒ　　　，〆、＼〆1

　〆P岬”・ハダ
　　ぼ

ll

アヤメ

、識

　　　　　　、，
　　　　　　　♂，’

カキツパタ　敵

　　　　　　袈，」1

　
電
報
電
話
局
か
ら

　
　
　
お
　
知
　
ら
　
せ

◎
電
話
料
金
自
動
支
払
い

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
六
月
下
旬
「
お
知
ら
せ
」
の
ハ
ガ

キ
が
既
に
お
届
け
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
電
電
公
社
で
は
、
電
話
料
を

銀
行
、
農
協
な
ど
口
座
振
替
さ
れ
て

い
る
お
客
様
に
、
毎
月
の
請
求
金
額

を
七
月
分
よ
り
、
事
前
に
ハ
ガ
キ
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
尚
、
領
収
証
書
は
、
今
ま
で
よ
り

二
週
間
程
度
お
届
け
す
る
時
期
が
、

お
そ
く
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
．

◎
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
が
、
八
月
か
ら
い

　
よ
い
よ
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
が
、
い
よ
い
よ
、

八
月
中
に
は
、
松
代
局
で
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

　
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
の
機
能
も
。
押
し

ボ
タ
ン
だ
け
の
電
話
機
と
、
ピ
ッ
ポ

ッ
パ
ッ
と
、
三
っ
つ
の
記
号
番
号
を

押
す
と
、
あ
ら
か
じ
め
記
憶
さ
せ
て

あ
る
相
手
に
接
続
さ
れ
る
と
い
う
短

縮
ダ
イ
ヤ
ル
サ
ー
ビ
ス
付
の
電
話
機

の
二
種
類
が
売
り
出
さ
れ
ま
す
。

　
料
金
も
従
来
よ
り
値
下
が
り
と
な

り
ま
し
た
。

　
尚
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
当
面
松

代
七
局
の
お
客
様
が
該
当
と
な
り
ま

す
。
八
局
の
お
客
様
に
つ
き
ま
し
て

も
来
年
早
々
お
届
け
で
き
る
予
定
で

す
。
又
、
観
音
祭
に
も
、
テ
レ
ホ
ン

カ
ー
を
配
備
し
、
実
際
に
ご
使
用
し

て
い
た
だ
く
よ
う
計
画
し
て
お
り
ま

す
。　

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
　
松
代
電
報
電
話
局

　
　
　
　
　
　
七
－
二
二
〇
〇
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　文
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9　’瀞　r

＝璽

し
ぶ
み
句
会

六
月
六
日

松
代
・
松
之
山
合
同
句
会

於
　
大
厳
寺
牧
場
希
望
館

岩
見
堂
吹
き
上
ぐ
風
の
か
お
る
な
り

さ
　
な
ぶ
り

早
苗
饗
や
牛
に
そ
ば
湯
を
分
け
与
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

早
苗
饗
の
祝
い
酒
呑
み
長
昼
寝

七
十
才
の
早
乙
女
早
苗
饗
祝
い
の
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

海
山
の
幸
を
供
え
て
早
苗
饗
を

風
薫
る
頸
城
連
峰
見
ゆ
る
丘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉

風
薫
る
大
厳
寺
原
吟
行
す

風
薫
る
小
鳥
の
翼
光
立
つ

橘

一
　
元

　
　
　
　
　
　
　
　
む
す
ぴ

朴
の
葉
の
黄
、
な
粉
の
結
飯
に
風
薫
る

早
苗
饗
や
田
畦
に
温
く
き
重
の
箱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燗
　
史

蟹
の
町
能
生
の
裏
山
薫
る
風

早
苗
饗
や
老
い
も
若
き
も
お
お
ら
か

に
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
水

風
薫
る
町
内
会
の
道
譜
請

　
　
　
　
く
り
や

早
苗
饗
や
厨
は
お
こ
わ
の
湯
気
立
ち

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

早
苗
饗
や
妻
の
手
料
理
酒
す
す
む

山
荘
の
ま
わ
り
蝶
と
び
風
薫
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

早
苗
饗
の
赤
飯
届
け
る
嫁
の
里

校
庭
に
ピ
ア
ノ
の
ひ
び
き
風
薫
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

早
苗
饗
や
妻
田
疲
れ
の
一
人
酒

大
法
要
部
屋
一
杯
に
風
薫
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅

風
薫
る
大
橋
か
か
る
信
濃
川

新
築
の
槌
音
高
く
風
薫
る

茶

六
　
花

早
苗
饗
や
天
神
難
と
い
う
地
酒

早
苗
饗
や
妻
の
朝
寝
を
と
が
め
得
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

根
付
肥
撒
き
終
え
早
苗
饗
の
日
を
迎

、
つ早

苗
饗
や
本
降
り
と
な
る
大
植
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

隠
し
田
も
早
苗
饗
ま
で
に
植
え
終
り

　　主　　目
　　空

　　に
　　豊

　　か
　　に
　　朴

　　璽
　　イヒ

　　咲
　　け

公り

明

早
苗
饗
や
め
で
た
き
便
り
届
き
お
り

風
薫
る
洞
泉
禅
寺
大
本
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

短
　
歌

　　過
　1
　歌疎
　の下屑の
山篭村
　吉

鴛1

木

休
耕
の
夏
の
田
の
面
の
鞭
聯
に
蝶
蛉

と
ま
り
て
首
か
し
げ
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
が
ら
み

川
の
如
く
都
へ
流
る
る
人
波
に
棚
も

な
き
悲
し
瑠
し
侍

朝
夕
に
声
か
げ
合
い
し
隣
り
家
の
離

農
の
車
今
ぞ
出
で
発
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
と
な

春
待
ち
て
過
疎
の
古
巣
を
訪
う
は
昨

日
の
燕
今
日
の
出
稼
ぎ

み
お
や

祖
先
い
ま
す
故
里
の
土
守
り
来
て
離

れ
難
き
は
老
い
て
増
す
の
み

、

ρ
’

讐
，

v『

筋

般
家
庭
よ
り
排
出
さ
れ
る

　
　
　
　
　
ご
み
に
つ
い
て
お
願
い
〃

　
最
近
一
般
家
庭
よ
り
排
出
さ
れ
る

ご
み
が
燃
え
に
く
く
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
次
の
事
項
を
守
っ
て
下
さ

い
。一

、
排
出
物
は
、
よ
く
水
を
切
っ
て

　
か
ら
出
し
て
下
さ
い
。

二
、
な
る
べ
く
紙
類
等
を
一
緒
に
入

　
れ
て
出
し
て
下
さ
い
。

三
、
生
ご
み
等
は
な
る
べ
く
家
庭
で

　
処
理
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
生
ご
み
等
を
処
理
し
な
が

ら
堆
肥
に
す
る
容
器
が
市
販
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

7
∠
7
∠
7
ど
7
∠
2
∠
7
ど
2
∠
7
∠
2
∠
7
∠
2
∠
7
∠
7
∠
2
1
X
〆
∠
2
∠
2
∠
7
∠
2
∠
7
∠
7
∠
7
∠
7
∠
7
∠
7
∠
7
∠
7
∠
7
∠

　
菅
刈
分
校
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
た
　
よ
　
り

　
児
童
が
丹
精
こ
め
た
花
壇
に
六
月

二
十
五
日
頃
よ
り
コ
ス
モ
ス
が
咲
き

始
め
ま
し
た
．

　
別
名
こ
の
地
方
で
は
秋
桜
と
も
い

い
初
秋
に
咲
く
花
で
す
が
、
空
梅
雨

の
異
常
気
象
で
花
も
季
節
を
間
違
え

た
の
か
、
そ
れ
と
も
初
夏
の
空
気
を

吸
っ
て
み
た
か
っ
た
の
で
し
よ
う
か
。

7
1
7
∠
7
∠
7
∠
7
∠
7
∠
7
1
7
∠
7
∠
7
1
7
∠
7
∠
7
1
7
∠
7
1
7
〈
1
∠
7
∠
7
∠
7
∠
7
1
7
1
7
∠
7
1
7
1
7
1
7
1
7
∠

警
察
官
募
集
し
て
い
ま
す

　
新
潟
県
警
察
本
部
で
は
次
の
と
お

り
警
察
官
を
募
集
し
ま
す
。

　
・
受
験
資
格

　
　
昭
和
三
〇
年
四
月
二
日
か
ら
昭

　
　
和
三
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に

　
　
生
ま
れ
た
男
子
で
大
学
卒
業
者

　
　
（
昭
和
五
十
八
年
三
月
卒
業
見

　
　
込
者
を
含
む
）

・
受
付
期
問

六
月
二
十
九
日
㈹
か
ら
八
月
十

六
日
㈲
ま
で

・
問
い
あ
わ
せ
先

安
塚
警
察
署
、
松
代
幹
部
派
出

所
、
各
駐
在
所


